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主論文審査の要旨 
今後我が国では、労働人口減少による慢性的な人材不足の中で多くの建築ストックを管

理しなければならない。一方、建物の維持保全コストの低減、省エネルギー化、長寿命化、

利用者満足度向上など、施設維持管理に関する要求が高度になっており、維持管理業務を

効率的・効果的に行うことが求められている。この維持管理を支援するものとして

Computer Aided Facility Management（CAFM）が存在するが、従来の CAFM は限定的

な維持管理情報に基づく定型的な業務支援に留まっており、維持管理情報の収集や管理、

共有に問題を抱えている。一方、近年、建築部材の 3 次元形状情報にコストや仕上げなど

の属性情報を付加させる Building Information Modeling（BIM）が登場し、建設業界で普

及しつつある。 
本研究は、BIM の概念に基づき作成された建築情報モデルを中核的技術としてクラウド

環境で活用することで、維持管理対象建築の情報をほぼリアルタイムで管理する「現実複

製デジタルモデル」を戦略的な維持管理に用いることを提案している。「現実複製デジタル

モデル」の仕様を、維持管理情報の収集、管理、共有という 3 つの観点から提案すること

を研究の目的としている。 
本論文は 6 章から構成される。第 1 章では、序論として研究の背景と目的について述べ、

第 2章ではエンジニアリング分野で提唱されている 3Dモデリング技術と IoT技術を融合さ

せた「デジタルツイン」を「現実複製デジタルモデル」として施設維持管理分野に導入す

ることを提案している。第 3 章では、エンジニアリング分野と施設維持管理分野の違いを

考慮しつつ、「現実複製デジタルモデル」の仕様を、維持管理情報の様々なチャネルによる

収集、クラウド管理、3D モデルとの統合的表示による共有というデータマネジメントの観

点から提案している。第 4 章では、「現実複製デジタルモデル」を活用した施設維持管理支

援システムを先端的技術によりプロトタイプとして開発し、さらに約 6 年間の試験運用を

通して、提案した仕様の実現性およびシステム的強度を評価している。第 5 章では、維持

管理対象施設の 3D モデルに様々な維持管理情報を結びつけ統合的に表示するという、「現

実複製デジタルモデル」の中核的アイデアの施設維持管理での有効性を評価するために、

開発したプロトタイプシステムを用いて維持管理実務者を対象に評価実験を行っている。

維持管理情報の 3D モデルとの統合表示は、立体であるからこその一覧性の低さという問題

はあるが、情報共有が容易であるという観点から今後の戦略的な維持管理業務に有用であ

るとの結果を得ている。第 6 章では研究成果の総括と今後の課題・展望について述べてい

る。 
以上の成果は、査読付き専門誌 5 編、査読付き国際学術会議 proceedings 2 編に公表され

ており、人間環境計画学講座の学位審査基準(査読付き専門誌 2 編以上)を満たしている。本

研究の成果は、戦略的な維持管理における「現実複製デジタルモデル」の基礎的な仕様を

示したことであり、施設維持管理の高度化に資するものである。また、国際学術会議にお

いて多数の質疑に対応しており、研究の成果と総合的な理解力は十分であると認められる。



以上より、論文審査委員会は学位授与に値するものと判定した。 
 

最終試験の結果の要旨 
研究指導委員会では、本論文提出者に対して、当該論文の内容及び関連分野について試

問を行った。その結果、論文提出者は、当該研究分野及び応用領域について高度の理解力

と独創的な研究を遂行するに十分な能力を有するものと判断した。 

以上の結果に基づき、最終試験は合格と判定した。 

また、インターネットにおける公表は、雑誌へ投稿済みかつ雑誌出版社の方針で 2 重投

稿を禁止しているため、「要約」とする。さらに、剽窃チェックソフトにより剽窃がないこ

とを確認した。 
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